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第3 【設備の状況】

1【設備投資等の概要】

当連結会計年度に実施した主要な設備投資の内容は、次のとおりです。なお、設備投資には無形資産の取得に係る

投資を含んでいます。

　○ 電気通信設備の拡充

　お客さまに「更なる快適さ」を提供するネットワークの実現に向け、「PREMIUM 4G」対応基地局数を

108,300局から145,600局まで拡大しました。また、LTEサービスの更なる拡充に向け、全国のLTEサービス基地

局数を185,000局から208,500局まで拡大しました。

　○ 効率化への取組み

　経営基盤の更なる強化に向けて、当連結会計年度も設備投資の効率化に取り組み、物品調達費用等の低減や

電気通信設備の建設工事の効率化を行いました。また、後年の運用費用効率化を目的として、高性能装置の導

入による設備の集約化・大容量化を実施しました。

　○ 5G時代に向けた積極的な投資

　5Gについて、2019年9月のプレサービス開始に向け、ネットワークの開発や構築を加速するための更なる投

資を実施しました。

以上の結果、当連結会計年度の設備投資額合計は前連結会計年度に比べ2.9%増の5,937億円となりました。

　

セグメントごとの設備投資の内容は、次のとおりです。

セグメントの名称 設備投資の内容

当連結会計年度
2018年4月1日から
2019年3月31日まで

(億円)

通信事業
・LTE設備及び伝送路設備等の拡充、改善
・情報システムの維持、改善 等

5,627

スマートライフ事業 ・dマーケット、金融・決済及び生活関連サービス等の拡充、改善 169

その他の事業 ・法人向けサービス等の拡充、改善 142

合計 － 5,937

(注) 1 設備投資には、無形資産の取得に係る投資を含んでいます。

2 上記の金額には消費税等は含まれていません。

決算短信（宝印刷） 2019年06月21日 11時14分 64ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 61 ―

2【主要な設備の状況】

提出会社(2019年3月31日現在)

事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

土地
建物

(百万円)

機械
設備

(百万円)

空中線
設備

(百万円)

線路
設備

(百万円)

土木
設備

(百万円)

構築物
(百万
円)

機械及
び装置
(百万円)

車両
(百万
円)

工具、
器具及
び備品
(百万円)

リース
資産
(有形)
(百万円)

無形固定
資産

(百万円)

投下資
本合計
(百万円)

従業
員数
(名)

面積
(㎡)

金額
(百万円)

本社
(東京都
千代田区)

通信事業
スマートライフ事業
その他の事業

(1,762,800)
649,265
[4,645]

100,267 131,014 494,022 130,034 5,153 3,452 15,865 3,508 134 68,318 453 505,989 1,458,214 5,916

北海道支社
(北海道
札幌市
中央区)

同上
(1,683,113)

444,462
[11,004]

4,703 11,768 52,565 33,666 2,556 1,354 1,443 33 0 128 87 1,645 109,952 182

東北支社
(宮城県
仙台市
青葉区)

同上
(1,652,489)

527,816
[1,601]

14,688 20,524 76,624 67,884 3,660 1,209 16,512 4 0 178 12 9,141 210,443 194

東海支社
(愛知県
名古屋市
東区)

同上
(983,291)
109,717
[2,445]

7,000 16,835 128,030 67,051 1,892 980 5,871 67 73 330 18 4,962 233,113 273

北陸支社
(石川県
金沢市)

同上
(104,263)

86,829
[2,097]

5,679 6,457 23,600 13,948 999 220 736 45 47 59 15 1,753 53,564 121

関西支社
(大阪府
大阪市
北区)

同上
(1,110,935)

409,248
[4,306]

16,589 32,334 176,182 69,181 1,900 1,542 10,376 105 12 844 24 13,299 322,393 575

中国支社
(広島県
広島市
中区)

同上
(827,754)
598,940

[902]
11,734 14,896 63,136 46,930 1,999 574 1,971 13 129 442 36 16,120 157,987 180

四国支社
(香川県
高松市)

同上
(418,957)
288,990

[657]
9,337 11,841 33,365 20,433 1,389 617 2,239 0 0 396 97 9,438 89,157 145

九州支社
(福岡県
福岡市
中央区)

同上
(1,088,590)

664,527
[825]

26,260 25,622 120,394 97,012 11,741 4,015 10,586 54 13 374 21 18,818 314,916 298

合計
(9,632,195)
3,779,797
[28,486]

196,262 271,295 1,167,923 546,143 31,294 13,967 65,603 3,831 411 71,074 766 581,169 2,949,742 7,884

(注) 1 ( ) 内の数字は外書で、連結会社以外から賃借中のものです。

2 [ ］内の数字は内書で、連結会社以外へ賃貸中のものです。

3 投下資本の金額は、有形固定資産及び無形固定資産の帳簿価額で建設仮勘定及び未完成のソフトウェアに係

る制作費は含んでいません。
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3 【設備の新設、除却等の計画】

翌連結会計年度における設備計画においては、お客さまに「更なる快適さ」を提供するネットワークの実現に向け、

増加するデータトラフィックに対し適切な設備増強を実施します。また2019年9月よりサービス開始する5Gプレサービ

ス、2020年度5G商用サービス開始に向けたネットワークの開発や構築を実施します。なお、設備投資はこれら設備計

画と合わせ、効率化を推進することにより、5,700億円を計画しています。

主要な設備投資計画の内容は、次のとおりです。

セグメントの名称 設備投資の内容

翌連結会計年度
2019年4月1日から
2020年3月31日まで

計画額(億円)

通信事業
・LTE設備及び伝送路設備等の拡充、改善
・情報システムの維持、改善 等

5,330

スマートライフ事業 ・dマーケット、金融・決済及び生活関連サービス等の拡充、改善 230

その他の事業 ・法人向けサービス等の拡充、改善 140

合計 － 5,700

(注) 1 所要資金は、自己資金で賄う予定です。

2 経常的な設備の更新のための除却等を除き、重要な設備の除却等の計画はありません。

3 設備投資には、無形資産の取得に係る投資を含んでいます。

4 上記の金額には消費税等は含まれていません。

5 本項における将来に関する記述等については、「第2 事業の状況 2 事業等のリスク」等をあわせてご参照

ください。
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